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図 2.BODの変化図 2.BODの変化
経年変化は別に示す 経年変化は)31]に示す
す。図中の文字は，本文よりやや小さめの仕上りが適当 が，大きい場合はかならず縮尺を示してください。写真
です。
表の原稿は活字で組めるものであれば大きさを指定し
ませんが，本誌の使用活字を参照し，刷り上りの大きさ
が，印刷面に経済的に収まるよう考慮すること。
図版原稿の書き方 
図は通例凸版にします。凸版の原稿は次の点にご注意
ください。用紙は白紙または青罫方眼紙とし，墨書する
こと。図中の文字は原則として写植文字と置換えますか
ら，図の題名，説明と共に原図の上にトレーシングペー
パーを重ね該当位置に書きこんで下さい。(上図参照)
“図"の題名は下，“表"のそれは上におきます。
原図の色別表示は仕上りでは区別がつきませんから，
(プリントしたもの)のタテまたはヨコの仕上り寸法を
指定する方法が正確です。 1頁全部に写真を入れるとき
はタテ 200mm，ヨコ 140mmの比率で写真何枚かを台
紙に貼ってまとめて頂けば間違いありません。説明を加
えれば200x140mmの原すか， 400x 280.mmの大きさ
にまとめてタテを 200mmとするよう指定すればよいわ
けです。
表について
表はなるべく罫線を少'なくします。上より下の方がす
っきりと仕上ります。スペースも無駄になりません。
表1. CAS出版物
I 
誌名|発行年 l内容 i誌数|件数| 
C A 附 Ab. I 1乙000 I 2札 000 
C T 1961 Bib1. 
CBA 1965 Ab. 600 I 17，000 
PSTJ 1967 Ab. 460 I 20，000 
BJA 1967 Ab. 
表1. CAS出版物
かならず実線，点線，波線，太線などあるいは斜線入り
棒罫・点線入り棒罫のように黒白で識別できるものを作
ること。
写真またはボカシの入る図の製版は写真版によりま
す。図を写真版にしますと白地の部分に写真版の網目が
出てややうすいねずみ色を呈しますからあらかじめご承
知ください。図の原稿が十分きれいに作られていないと
き，またあらかじめ希望される場合は， トレースをしま
す。実費が必要です。この場合でも図中の点または線の
位置などは正確な原稿が必要です。 トレースはただきれ 誌
名 発行年 内 ，廿
.ヨ 誌 数 件 数
いに百|き直すだけですから。
図の版下の校正
図の校正は文字組の本文のように何回も校正はできま
せん。原稿にしたがって作った版下の校正がすめばその
まま“凸版"“写真版"ができてしまいます。ですから
版下校正はとくに注意してください。 
写真原稿について
写真は原寸で原稿を作成されるのが望ましいのです
C A 1907 Ab. 12，000 qA'ipoqJ11qhLq q nunununununMAMnu nUAu nυ
650 1. C T 1961 Bib
CBA 1965 Ab. 600 
PSTJ 1967 Ab. 460 
BJA 1967 Ab. 35 
図や写真の印刷は版下原稿よりきれいにはできません。
誤解なさらないように。
以上をよくお考えの上，図表原稿をお作りください。
(千葉医学会編集委員会 1971)
